
　今から20年前の1995年（平成７年）３月20日、オウ

ム真理教による「地下鉄サリン事件」が発生しました。

◆教団の現状

オウム真理教は、現在も麻原彰晃こと松本智津夫への

絶対的帰依を強調する主流派（「Ａｌｅｐｈ（アレフ）」）

松本の影響がないかのように装う上祐派（「ひかりの輪」）

を中心に活動し、依然として松本及び同人の説く教義

を存立の基盤にしており、無差別大量殺人行為に及ぶ

危険性が認められます。

◆北海道における動向

北海道においては、全国的にも主流派（「Ａｌｅｐｈ（アレ

フ）」）が極めて多くの信者を擁し、街頭や書店におけ

る声掛けのほか、ソーシャル・ネットワーキング・サー

ビス（ＳＮＳ）等を利用して青年層を中心に接触を図り、

教団名を秘匿しながらヨーガ教室に勧誘するなどして

新規信者を獲得しています。

◎問い合わせ先

　留萌警察署　　緯 42－0110

　６月の札幌を舞台に開催されるＹＯＳＡＫＯＩソーラ

ン祭りは、老若男女誰もが参加できる「市民参加型の

祭り」です。

　そこで、チームの演舞を審査する審査員を「市民審

査員」として、全国から募集します。

　ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭りの審査は、あなたが演舞

を見て感じた「感動」を審査基準としており、特別な

技術や知識はまったく必要なく、平成27年６月時点で

中学生以上（チーム関係者以外）の方であれば、参加

することができます。

　詳しくはお問い合わせください。皆さんのご応募を

お待ちしています。

◆活動日程　６月13日（土）・14日（日）

◆活動場所　札幌市中央区（大通公園周辺）

◆応募方法　

募集要綱や応募用紙をホームページ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．

ｙｏｓａｋｏｉ－ｓｏｒａｎ．ｊｐ/）でダウンロードするか、電話

でお取り寄せの上、４月24日（必着）までに応募し

てください。

◎問い合わせ先

　ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り実行委員会

　緯 011－231－4351

　満18歳未満の子どものスマートフォン（以下スマホ）

利用には、『利用時期の見極め』と『保護者の見守り』

が大切です。

１　利用時期の見極め

　スマホはアプリケーション（以下アプリ）で多様な使

い方ができることから、インターネット全般を使いこ

なす力（ルールやマナーを守る社会性、責任感、自制

心等）が必要です。

　子供の年齢や成長度合いで保護者の方が利用時期を

見極めながら、子供向けスマホの利用や、フィルタリ

ング・機能制限等、学齢に合った適切な対応を行って

ください。

２　保護者の見守り

　スマホのアプリ利用は、個人の利用情報の送信を伴

うことも多く、利用規約をよく読んで確認し、納得し

て利用する必要があります。普段使っているアプリに

ついての話をしたり、アプリのダウンロードや購入に

一定のルールを設けたり、判断が必要なメッセージが

画面に出たら保護者に聞くように促す等、何でも気軽

に相談できる親子関係づくりと日頃のコミュニケー

ションが大切です。（出典：安心ネットづくり促進協議会）

◎問い合わせ先

　総務省北海道総合通信局

　情報通信部電気通信事業課

　緯 011－709－2311（内線 4706）

◆総合職試験（院卒者・大卒程度）

　インターネット申込期間：４月１日（水）～

　４月８日（水）

◆一般職試験（大卒程度）

　インターネット申込期間：４月９日（木）～

　４月20日（月）

◆一般職試験（高卒者・社会人）

　インターネット申込期間：６月22日（月）～

　７月１日（水）

・インターネット申込専用アドレス

　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｊｉｎｊｉ－ｓｈｉｋｅｎ．ｇｏ．ｊｐ/ｊｕｋｅｎ．ｈｔｍｌ

◎問い合わせ先

　人事院北海道事務局第二課試験係

　緯 011－241－1248

スマートフォンを安心安全に使うために
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国家公務員採用試験のお知らせ


